






























































































































































中 1 1a 0 1 1 欠席 1 欠席 1 0 0
中 2
2a 3 2 6 2 1 0 2 1 0
2b 0 2 0 1 1 0 1 0 0
中 3 3a 0 5 欠席 3 4 7 1 3 7
高 1
4a 0（遅刻） 4 2 3 2 0（遅刻） 2 欠席 1
4b 2（遅刻） 欠席 欠席 0（遅刻） 1 2（遅刻） 1 5 8
○ 4C 1 17 17 23 11 10 3 27 20
高 2
○ 5A 6 20 19 9 11 27 14 40 欠席
5b 欠席 8 欠席 8 欠席 7 11 25 7
5c 欠席 欠席 欠席 5（遅刻） 2 0 1 2 1
5d 0 7 10 3 5 6 1 欠席 欠席
5e 0（遅刻） 6 5 欠席 6 欠席 7 22 4
高 3
◎ 6A 21 18 10 欠席 欠席 29 欠席 29 欠席
6b 0（遅刻） 欠席 欠席 欠席 欠席 欠席 欠席 欠席 欠席
6c 0 1 欠席 4 1 5 1 1 5
○ 6D 3 3 3 2 1 4 0 8 8
6e 1 欠席 6 11 欠席 16 19 39 24
職員
X 3 0 欠席 2 0 1 0 3 3
Y 8 20 14 12 8 15 1 20 15
Z 0 9 欠席 0 0 0 0 0 3
総発言数 48 104 93 88 55 129 66 225 106
会議時間 1:20 1:30 1:20 1:40 1:00 1:30 0:30 1:15 1:00
1時間あたりの
発言数
36 69.33 69.75 52.8 55 86 132 180 106
6 中高生専用児童館「ゆう杉並」における中高生運営委員会の機能（尾崎）
は，出席委員 15名のうち 8名であり，過半数の委員が発言していない。しかし第 2回目の会議では，
発言していない委員は 0名となり，全ての委員が積極的に会議に参加するようになっている。
個々の委員の発言数を見ると，著しい変化を遂げている委員は，副委員長である 4Cと 5A，昨年
度からの継続委員である 5eと 6e，そして ACTIVE FESTA（１）のまとめ委員長である 5bの 5人と言え
る。副委員長の 4Cと 5Aは，7月の段階では司会に慣れていないこともあり，会議での発言回数は
少なかった。しかし，徐々に会議を進めていく司会役として中心的な役割を担うようになっていった。












（第 1回目）の時点では 36回と非常に少ない。8月（第 2回目）から 10月（第 5回目）にかけては，
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